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平
成
１８
年
度
に
実
施
さ
れ
る
お
も

な
新
規
事
業
で
す
。 

　
勝
山
市
は
、
ふ
る
さ
と
勝
山
の
「
復

興
」、「
再
生
」
を
め
ざ
す
『
ふ
る
さ

と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
』
を
基
本
理
念
に

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め
、
5
つ
の

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
軸
に
事
業
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。 

・市議会議事録のホームページ公開　　　　　　　　【189千円】 

・（仮称）市民ガイドブックの作成　　　　　　　 【1,020千円】 

・勝山ニューホテル大規模改修　　　　　　　　 【90,000千円】 

・あなたを活かすふるさとづくり事業（団塊の世代の定住・短期滞在） 

【1,086千円】 

・「勝山市国民保護計画」の策定　　　　　　　　 　【171千円】 

・福井県電子申請システムの実現　　　　　　　　　【219千円】 

・未婚の男女のコミュニケーション能力向上講座 
【90千円】 

・いきいき支え合い地域づくり事業【200千円】 
・障害児放課後保育負担対策事業　【785千円】 
・障害児デイサービス事業　　　【1,167千円】 
・障害者相談支援事業　　　　　【2,807千円】 
・児童手当の対象年齢拡大、所得制限の緩和 

【40,170千円】 
・乳幼児医療費支給対象年齢の拡大 

【11,000千円】 
・児童センター・ホールの夏休み午前中からの開所 

【1,537千円】 
・60歳健康のつどい開催　　　　　【200千円】 
・地域包括支援センターの設置など【13,522千円】 

市民が参加する 
21世紀の夢のあるまちづくり 

少子・長寿化に対応した 
人にやさしいまちづくり 

・すこやか連絡線の運行　　　　【2,500千円】 

・除雪ドーザーの購入（１台）【20,782千円】 

・通学路などに小型道路照明灯の設置 

【1,100千円】 

・勝山市歴史的まちなみ景観創出事業 

【9,000千円】 

・長山公園リフレッシュ計画策定【1,500千円】 

・消防団活動服の整備　　　　　【4,600千円】 

・若猪野水源拡張工事　　　 【130,500千円】 

環境に配慮した誰もが 
住みたくなる 
安全なまちづくり 

・快適でふれあいのある集落整備事業　　　　　【15,000千円】 

・企業立地助成金制度の新設　　　　　　　　　　【1,290千円】 

・勝山南大橋沿いの桜剪定維持管理　　　　　　　　【150千円】 

・観光写真コンテストの実施　　　　　　　　　　【3,000千円】 

産業とまちのにぎわいなど 
若者に魅力あるまちづくり 

・家庭・地域と連携した学校づくり（福井型コミュニティー） 

【200千円】 

・スポーツエキスパートによる学校体育指導の充実　　【90千円】 

・全中学校ブラスバンド備品整備事業（2か年事業）【2,500千円】 

・全中学校に画像・音響教育用コンピューターの整備【750千円】 

・人権啓発活動事業　　　　　　　　　　　　　　　【347千円】 

・平泉寺の第１期史跡整備基本設計委託事業　　　【2,990千円】 

・文化財保存修理事業　　　　　　　　　　　　【78,120千円】 

誰もが学ぶ 
心が通うふれあいのまちづくり 
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歳
出
の
性
質
別
内
訳
を
見
る
と
、
義
務
的

経
費
で
は
扶
助
費
が
4
・
5
％
伸
び
て
い
る

も
の
の
、
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
人
件

費
の
減
お
よ
び
公
債
費
の
減
に
よ
り
全
体
で

は
前
年
度
比
１
・
4
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。投

資
的
経
費
で
は
、
２４
・
2
％
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
継
続
事
業
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」

3
億
5
千
円
や
地
域
再
生
計
画
に
基
づ
く

「
道
整
備
交
付
金
事
業
（
林
道
分
）」
１
億
１

5
5
4
万
円
、「
地
方
道
路
交
付
金
事
業
」

3
7
0
0
万
5
千
円
な
ど
の
ほ
か
、
新
規
事

業
と
し
て
勝
山
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
大
規
模
改
修

工
事
に
9
0
0
0
万
円
、
図
書
館
横
旧
絹
織

物
工
場
移
転
補
償
工
事
に
6
2
5
8
万
円
、

（
仮
称
）
平
泉
寺
児
童
館
建
設
事
業
6
2
3

0
万
6
千
円
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
物
件
費
が
ホ
テ
ル

の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴
う
委
託
料
の

減
額
や
広
域
ご
み
処
理
施
設
の
供
用
開
始
に

よ
り
ご
み
処
理
委
託
料
が
負
担
金
に
組
み
替

わ
っ
た
こ
と
な
ど
で
、
約
２０
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
一
方
、
補
助
費
等
は
大
野
・
勝
山

地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
へ
の
衛
生
費
負
担

金
（
ご
み
処
理
分
）
が
約
１
億
9
0
0
0
万

円
の
増
額
と
な
り
、
全
体
で
は
約
１７
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金
は
、
介
護
保

険
会
計
で
前
年
比
１
3
0
2
万
6
千
円
増
の

3
億
2
3
5
2
万
9
千
円
と
な
る
な
ど
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
指
定
管
理
者
に
移
行

す
る
温
泉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
下
水
道
会
計
で

は
大
き
く
減
額
と
な
っ
て
お
り
全
体
で
も

4
・
6
％
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
の
対
象
年
齢
を
4

歳
か
ら
6
歳
ま
で
拡
大
し
ま
す
。
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
を
市
内
全
児
童
セ
ン
タ
ー
・
児
童

館
に
設
置
し
、
夏
休
み
期
間
中
は
午
前
8
時

か
ら
開
所
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

養
護
学
校
に
通
う
障
害
児
の
放
課
後
保
育
事

業
に
も
新
た
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
の
保
育
料
措
置
基
準
か
ら
総

額
で
約
１
億
１
0
0
0
万
円
と
な
る
保
育
料

軽
減
措
置
や
、
第
3
子
以
上
乳
幼
児
育
成
奨

励
金
１
１
0
１
万
6
千
円
、
病
児
・
病
後
児

保
育
、
不
妊
治
療
助
成
な
ど
の
単
独
施
策
も

継
続
す
る
ほ
か
、
国
の
児
童
手
当
支
給
年
齢

拡
大
（
小
学
校
3
年
か
ら
小
学
校
修
了
前
へ
）

や
県
の
「
ふ
く
い
3
人
っ
子
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
事
業
な
ど
と
あ
わ
せ
、
子
育
て
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
生
き
が
い
支
援

介
護
保
険
の
相
談
や
予
防
な
ど
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
公
正
か
つ
総
合
的
に
実
施
す
る
た

め
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
」
に
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
市
が
設
置
し
ま

す
。
あ
わ
せ
て
市
内
に
2
か
所
開
設
予
定
の

小
規
模
多
機
能
型
介
護
施
設
で
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

ま
た
、
税
制
改
正
に
よ
り
、
６５
歳
以
上
の
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高
齢
者
が
同
居
す
る
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の

非
課
税
世
帯
約
１
4
0
0
世
帯
の
う
ち
約
7

0
0
世
帯
が
課
税
世
帯
と
な
る
見
込
み
で
す

が
、
所
得
制
限
を
設
け
た
地
域
ぐ
る
み
雪
下

ろ
し
事
業
な
ど
が
継
続
し
て
助
成
対
象
世
帯

と
な
る
よ
う
経
過
措
置
を
設
け
ま
す
。

◆
団
塊
の
世
代
対
策

勝
山
に
ゆ
か
り
の
あ
る
団
塊
の
世
代
に
対

し
、
あ
な
た
を
活
か
す
第
二
ス
テ
ー
ジ
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
定
住
化
・
短
期
滞

在
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、「
６０
歳
健
康
の

つ
ど
い
」
を
開
催
し
、
定
年
後
の
健
康
づ
く

り
と
地
域
活
動
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。

◆
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

道
路
除
排
雪
の
機
動
力
を
高
め
る
た
め
、

除
雪
ド
ー
ザ
ー
の
購
入
と
生
活
路
線
対
応
に

小
型
シ
ョ
ベ
ル
を
１
台
増
強
し
ま
す
。
福
井

社
会
保
険
病
院
と
「
す
こ
や
か
」
と
の
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
路
線
を
新
設
し
ま
す
。

ま
た
、
通
学
路
の
安
全
確
保
の
た
め
の
小

型
道
路
照
明
の
設
置
や
国
民
保
護
計
画
の
策

定
に
取
り
組
む
ほ
か
、
救
急
救
命
士
の
業
務

高
度
化
に
努
め
る
と
と
も
に
消
防
団
員
の
活

動
服
を
整
備
し
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
で
は
、
降
雪
時
な
ど
の
水

不
足
に
対
応
す
る
た
め
水
源
拡
張
工
事
な
ど

を
行
い
ま
す
。

◆
景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
整
合
さ
せ
た
ハ
ー

ド
整
備
の
た
め
、「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
」
を
継
続
し
て
実
施
す
る
ほ
か
、
新
規
事

業
と
し
て
「
勝
山
市
歴
史
的
ま
ち
な
み
景
観

創
出
事
業
」
を
創
設
し
、
景
観
形
成
の
た
め

の
支
援
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

◆
教
育
環
境
の
充
実

低
学
年
多
人
数
学
級
に
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
、
全
複
式
学
級
に
支
援
職
員
を
配
置
す

る
と
と
も
に
、
小
中
学
校
の
消
耗
品
費
な
ど

を
増
額
し
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
備
品
の
整
備
や

画
像
・
音
響
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
の
配
置
に
取

り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
安
全
安
心
3
万
人
作
戦
の
継
続
助

成
や
中
学
校
運
動
部
活
動
の
外
部
指
導
者
活

用
を
独
自
に
実
施
し
ま
す
。

◆
産
業
支
援

市
内
の
事
業
者
育
成
と
企
業
立
地
促
進
を

図
る
た
め
、
工
業
振
興
助
成
金
制
度
の
見
直

し
を
図
り
ま
す
。

道
整
備
交
付
金
（
林
道
分
）
に
よ
る
森
林

空
間
整
備
や
中
山
間
地
域
な
ど
直
接
支
払
事

業
の
継
続
な
ど
で
農
業
生
産
の
た
め
の
環
境

整
備
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◆
観
光
振
興
・
ま
ち
の
賑
わ
い
づ
く
り

か
ち
や
ま
夏
物
語
な
ど
を
継
続
す
る
ほ

か
、
全
国
規
模
で
の
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

で
勝
山
市
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。


